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 １１月６日(月)２校時、火災を想定した「避難訓練」が行われました。 

 こんなことが絶対に起こってはなりませんが、もし学校で火災が発生したら、どうやって安全に避難し

たらよいか、それを学ぶための訓練です。 

 各学年、先生の指示に従って、「お・は・

し・も・て」(おさない・はしらない・しゃべら

ない・もどらない・低学年を守る)の約束を守っ

て、上手に素早くグラウンドに避難することが

できました。 

事前に指導していただいていたと思います

が、多くの人が煙を吸い込まないように、ハン

カチなどで口や鼻をおおって、避難していました。煙には「一酸化炭素」という有害なガスも含まれてい

ます。火も怖いですが、煙にも気を付けなければなりません。 

全員無事に避難完了するまでに、約３分１０秒かかりました。 

その後は、新温泉町役場、町民安全課の

方から、消火器の使い方を学びました。

５・６年生が代表で、消火器による模擬消

火を体験させていただきました。また、校

内消火栓にホースをつないで、教職員の放

水訓練も実施しました。 

 

 

 

 

町民安全課の皆様、ありがとうございました。 

この日学んだことを、しっかり覚えておいてほしいと思います。 

Ｒ５年１１月９日(木)～１１月１５日(火)まで、「秋の全国火災予防運動」の期間となっています。 

全国統一標語は、「火を消して 不安を消して つなぐ未来」だそうです。 

 各ご家庭でも、火事を起こさないよう、十分に気を付けていただきますよう、お願いいたします。 

 

命を守るために‥ ～「避難訓練(火災)」‥～ 

訓練用の水消火器を使用。本物は

消火剤(粉)が入っています。 

北村先生も放水に挑戦! 



 

 

 

１１月２日(木)３・４校時、２年生は生活科の学習「もっと

しりたいたんけんたい」の学習で、「ゆ～らく館」の見学をさ

せていただきました。 

はじめ、館長さんから「ゆ～らく館」のことを教えていただ

きました。 

その後は、質問コーナー。子どもたちの質問にも優しく丁寧

に答えてくださいました。 

 

Ｑ「ゆ～らく館には、何個くらいお風呂が  

ありますか？」 

Ａ「１０個あります。」 

Ｑ「ゆ～らく館の自まんは何ですか？」 

Ａ「ちょっと難しいかもしれないけど『源泉かけ流

し』ということです。湧いてきたお湯をそのまま使っています。沸かしたり、水でうすめたりしてい

ません。」 

Ｑ「ゆ～らく館には、一日何人くらいのお客さんが来られるのですか？」 

Ａ「一日１５０人から２００人くらいです。」 

Ｑ「なぜゆーらく館で働いておられるのですか？」 

Ａ「家の近くにあって、とても働きやすいからです。」 

Ｑ「ゆ～らく館で働いておられる方が、一番うれしいと思うのはどんな時 

ですか？」 

Ａ「お客さんから、『気持ちよかった。いい湯だった。また来たい。』と言ってもらった時です。」 

等‥‥。 

その他にもたくさん質問しました。子どもたちも一生懸命メモを取っていました。 

 その後は、「足湯体験」をさせていただきました。 

「気持ちいい!」 

嬉しそうに、感想を教えてくれました。とても楽しい学習となりました。 

この学習を通して、この地域の良さや地域の人々の温かさに気付いたり、地域への親しみや愛着を持っ

たりすることにつながれば‥と思います。ゆ～らく館の皆様、ありがとうございました。 

気持ちいい！ ～２年「ゆ～らく館見学」‥～ 

足湯、気持ちいい！ 


